
北朝鮮による弾道ミサイル発射に係る校内での対応について （仙台市教育委員会 改訂版 平成29年9月28日）

登校前，幼児・児童・生徒が在宅時の場合の対応

弾道ミサイルの発射 落 下

登 校

※ この場合，市教委から各学校への連絡は特に行いません。
※ 「日本上空通過」とは，他に追尾しているミサイルやミ

サイルから分離した落下物が我が国の領土・領海に落下
する可能性がないことが確認された後に発せられます。

※ 「領海外落下」とは，ミサイル発射情報を発した後，結
果的に本邦の手前の領海外に落下した場合を指します。

臨 時 休 業

※ 「臨時休業解除」の判断については，ミサイルの発射や着弾の時間
帯，被害の発生状況，国としての状況等によって市教委が行い，各学
校への通知やマスコミへの連絡を行います。各学校は保護者等へ「通
常登校」「始業時刻を遅らせ登校」等の連絡をお願いします。

安全を確保し，より危険を回避するために，以下の点について幼児・児童・生徒に指導を行うとともに，各家庭にも周知ください。
１ ミサイルが発射された場合
（１）幼児・児童･生徒が在校（園）の場合

○ 校舎等に避難する。
○ 窓から離れ，机の下の潜るか，廊下や床に伏せて頭部を守る。
○ 安全が確認されるまで，校内で待機する。

（２）幼児・児童・生徒が在宅時等の場合
○ 窓から離れるか，窓のない部屋（場所）へ移動する。
○ 机の下に潜る，布団に潜る，床に伏せるなどして頭部を守る。

（３）児童・生徒が登下校中の場合
○ 近くにある建物や地下に避難し窓から離れる。
○ 近くに建物がない場合は物陰等に身を隠すか地面に伏せて頭部を守る。
○ 車は燃料のガソリンなどに引火する恐れがあるため，車から離れたところに避難する。

２ ミサイルが着弾した場合
○ 近くにミサイルが着弾した場合，屋外にいる場合は口と鼻をハンカチで覆いながら，現場から直ちに離れ密閉性の高い屋内の部屋
または風上に避難する。屋内にいる場合は，換気扇を止め，窓を閉め，目張りをして室内を密閉する。

○ テレビやラジオ，インターネット等を通し情報収集に努めるとともに行政からの指示があればそれに従って，落ち着いて行動する。
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